
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ピ
ー
チ
を
導
入
し
た
授
業
実
践
」

-
　
開
-
力
を
高
め
る
工
夫
　
-

-
　
は
じ
め
に

「
皆
で
集
ま
っ
て
元
気
を
も
ら
お
う
」
と
、
最
初
は
「
源
氏
物
語
を
読
む

会
」
か
ら
始
ま
っ
た
県
内
の
四
人
の
仲
間
が
月
一
回
集
ま
っ
て
お
互
い
の
実

践
を
持
ち
寄
る
と
こ
ろ
か
ら
「
阿
星
会
」
と
い
う
研
究
会
を
発
足
さ
せ
た
の

が
平
成
七
年
の
夏
で
あ
る
。
少
し
ず
つ
人
数
が
増
え
へ
昨
年
か
ら
「
淡
海
こ

と
の
は
研
究
会
」
と
改
名
L
へ
四
校
で
同
1
の
実
践
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

「
個
人
の
実
践
」
で
は
な
-
同
じ
意
識
を
持
っ
た
者
が
集
ま
っ
て
'
同
じ
視

点
か
ら
実
践
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
刺
激
を
受
け
、
授
業
に
深
ま
り
が
で
き

た
よ
う
に
感
じ
る
。

平
成
十
年
七
月
二
九
日
に
'
文
部
省
か
ら
発
表
さ
れ
た
教
育
課
程
審
議
会

の
「
審
議
の
ま
と
め
」
の
国
語
の
改
善
の
基
本
方
針
は
「
文
学
的
な
文
章
の

詳
細
な
読
解
に
偏
り
が
ち
で
あ
っ
た
従
来
の
指
導
の
在
り
方
を
改
め
、
自
分

の
考
え
を
持
ち
へ
論
理
的
に
意
見
を
述
べ
る
能
力
、
目
的
や
場
面
な
ど
に
応

じ
て
適
切
に
表
現
す
る
能
力
へ
目
的
に
応
じ
て
的
確
に
読
み
取
る
能
力
や
読

書
に
親
し
む
態
度
を
育
て
る
こ
と
を
重
視
す
る
」
と
な
っ
て
い
る
。
確
か
に

現
状
と
し
て
は
'
多
-
の
生
徒
が
「
情
報
を
自
分
な
り
に
分
析
す
る
」
段
階

で
留
ま
り
'
「
自
分
の
考
え
を
他
者
に
分
か
り
や
す
-
伝
え
る
」
と
い
う
こ

・
雲
　
山
　
由
美
子

と
に
つ
い
て
は
依
然
と
し
て
抵
抗
が
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
、

「
伝
え
る
」
こ
と
を
目
標
と
し
た
学
習
活
動
に
意
欲
的
に
取
り
組
め
る
生
徒

に
お
い
て
も
う
　
や
や
も
す
る
と
自
分
の
思
い
を
淡
々
と
一
方
的
に
語
る
だ
け

で
満
足
し
、
聞
き
手
の
立
場
や
反
応
に
思
い
を
い
た
す
こ
と
の
な
い
表
現
活

動
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。
聞
き
手
の
立
場
を
無
視
し
た
相
互
理
解
な
ど
あ
り

え
な
い
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
社
会
に
旅
立
っ
て
い
-
生
徒
た
ち
に
は
、
そ
の

中
で
よ
り
よ
く
生
き
る
た
め
に
も
、
自
分
の
考
え
を
他
者
に
堂
々
と
'
分
か

り
や
す
く
そ
し
て
聞
き
手
の
反
応
や
要
求
に
応
じ
た
音
声
表
現
が
で
き
る

能
力
を
身
に
付
け
さ
せ
た
い
。
「
明
確
に
自
己
を
表
現
す
る
力
」
と
「
聞
き

手
の
立
場
を
察
知
す
る
力
」
こ
そ
二
一
世
紀
を
担
う
彼
ら
の
其
の
生
き
る
力

に
繋
が
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ピ
ー
チ
」
と
い
う
用
語
は
英
語
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
ス
ピ
ー
チ
の
研
究
に
つ
い
て
は
欧
米
諸
国
に
は
長
い

伝
統
が
あ
る
。
日
本
で
は
欧
米
の
議
論
を
重
視
す
る
ス
ピ
ー
チ
の
概
念
を
普

及
さ
せ
よ
う
と
い
う
動
き
が
明
治
時
代
に
起
こ
っ
た
。
そ
の
代
表
が
福
沢
諭

吉
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
動
き
も
政
府
の
言
論
弾
圧
に
よ
り
下
火
に
な
っ

た
。
ス
ピ
ー
チ
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
日
本
社
会
が

急
速
に
国
際
化
し
て
い
っ
た
最
近
で
あ
る
。
学
校
教
育
で
こ
の
動
き
を
い
ち
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早
-
取
り
入
れ
た
の
は
英
語
教
育
で
あ
ろ
う
。
従
来
の
読
解
中
心
か
ら
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
英
語
教
育
へ
の
転
換
を
図
ろ
う
と
努
め
て
い
る
。

1
方
、
日
本
の
国
語
教
育
に
お
い
て
は
'
西
尾
実
氏
が
冒
口
語
生
活
の
探

求
J
　
(
昭
和
3
6
年
)
　
の
な
か
で
、
「
主
体
が
相
手
と
1
体
に
な
っ
て
話
し
聞
-

こ
と
」
　
の
霞
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

す
で
に
昭
和
三
十
年
代
に
こ
の
よ
う
な
論
が
展
開
さ
れ
て
い
た
に
も
拘
わ

ら
ず
'
そ
の
後
へ
　
話
し
言
葉
指
導
は
あ
ま
り
重
要
視
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の

背
景
に
は
日
本
人
特
有
の
、
文
字
言
語
尊
重
・
音
声
言
語
軽
視
の
考
え
方
が

底
流
に
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
し
か
し
、
急
速
な
国
際
化
の
影
響
に
よ

り
音
声
言
語
の
教
育
に
対
す
る
重
要
性
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

本
研
究
会
で
は
'
音
声
言
語
'
中
で
も
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ピ
ー
チ
」
に
焦

点
を
絞
り
'
生
徒
が
様
々
な
場
面
に
お
い
て
、
他
者
の
立
場
を
慮
り
な
が
ら
'

生
き
生
き
と
自
分
の
考
え
を
表
現
で
き
る
能
力
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
標
に

実
践
を
行
う
こ
と
に
し
た
。
こ
の
研
究
で
は
'
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ピ
ー
チ
と

は
一
人
の
話
者
が
小
グ
ル
ー
プ
の
聴
き
手
、
ま
た
は
多
-
の
聴
衆
に
対
し
て

話
者
の
情
報
や
思
想
・
主
張
を
伝
え
る
こ
と
で
あ
る
」
と
定
義
す
る
。

2
　
各
校
生
徒
の
実
態

(
甲
西
)
平
成
9
年
度
の
卒
業
生
の
進
路
状
況
は
、
大
学
進
学
3
2
%
へ
短
大

2
6
%
へ
　
専
門
学
校
2
6
%
へ
　
就
職
1
0
%
へ
　
そ
の
他
(
浪
人
を
含
む
)
　
ォ
=
^
-

*
授
業
実
施
ク
ラ
ス
　
国
語
E
　
3
単
位
(
2
年
)
　
3
ク
ラ
ス
、
国
語
表
現

-
単
位
　
(
3
年
分
割
)
　
2
ク
ラ
ス

(
湖
南
農
業
)
平
成
9
年
度
の
卒
業
生
の
進
路
状
況
は
、
大
学
進
学
4
%
、

短
大
6
%
'
専
門
学
校
2
0
%
、
農
業
大
学
校
2
%
、
就
職
6
4
%
、
自
営
・
家

事
4
%
。
学
科
構
成
は
今
年
度
へ
専
門
学
科
4
ク
ラ
ス
。

*
授
業
実
施
ク
ラ
ス
　
国
語
I
　
3
単
位
(
2
年
)
　
4
ク
ラ
ス
'
国
語
表
現

3
単
位
(
3
年
)
　
〔
う
ち
-
単
位
分
割
〕
　
4
ク
ラ
ス

(
守
山
)
平
成
9
年
度
の
卒
業
生
の
進
路
状
況
は
'
大
学
進
学
5
3
%
へ
　
短
大

1
5
%
へ
専
門
学
校
5
%
、
就
職
1
%
、
そ
の
他
(
浪
人
を
含
む
)
　
c
N
J
O
X

*
授
業
実
施
ク
ラ
ス
　
現
代
文
　
3
単
位
(
3
年
)
　
3
ク
ラ
ス
　
古
典
H

3
単
位
　
(
3
年
)
-
ク
ラ
ス

(
玉
川
)
平
成
9
年
度
の
卒
業
生
の
進
路
状
況
は
大
学
進
学
5
2
%
、
短
大
2
5

%
へ
専
門
学
校
1
0
%
、
就
職
2
%
'
そ
の
他
(
浪
人
を
含
む
)
　
s
^

*
授
業
実
施
ク
ラ
ス
　
国
語
H
　
3
単
位
(
2
年
)
　
2
ク
ラ
ス

3
　
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
分
析
　
各
校
で
統
一
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
に
し

た
。
(
資
料
①
)

事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
言
え
る
こ
と
は
次
の
3
点
で
あ
る
。

①
小
学
校
、
中
学
校
、
高
校
の
中
で
ス
ピ
ー
チ
を
一
番
取
り
入
れ
て
い
な
い

の
は
高
校
で
あ
る
。

②
国
語
の
授
業
の
中
で
ス
ピ
ー
チ
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
多
く
の

生
徒
が
「
自
分
が
す
る
の
は
嫌
だ
が
、
友
達
の
を
聞
-
の
は
好
き
だ
。
」

と
思
っ
て
い
る
。

③
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
中
で
は
、
「
ス
ピ
ー
チ
が
嫌
だ
」
と
答
え
た
生

徒
の
割
合
は
'
積
極
的
に
ス
ピ
ー
チ
を
授
業
に
取
り
入
れ
て
い
る
湖
南
農
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2.国語の授業でスピーチをすることについてどう思いますか
生 体 湖 常 農 高 3 年 潮 * * * 2 事 甲西 芯 2 年 甲西 7R 1 年

、

守 山 7B 3 年

,一 。

玉 川満 2 年 石 山古 2 年 石 山 書 1 年 石 細 事 1 年

7 m に 何 とも患 わ ない ー7 % 2 7 、 2 4 ,～ 一一、 2 0 、 1 3 、 1 4 % 1 5 % 1 9 % 1 5 、

イ 必 Ⅰ で ある 7 % 2 0 % 2 3 % 1 6 % 9 X M X 2 9 、 1 3 、 2 3 l m

ウ した ことがな い 一 7 、 8 * 0 、 3 、 6 、 1 0 、 1 2 % 日 、 9 、 5 、

エ t. ど 5 2 、 4 9 % 4 1 、 5 7 、 6 4 % T t 、 4 9 % 5 8 、 6 1% 7 2 %

オ 友 iZ の を M くの は 好 3 5 % 2 5 、 3 4 、 . 9 、 3 9 、 2 1 % 4 5 % 4 2 % 4 8 ～ 2 6 、

力 tn 練 す Jt さだ と且 う 1 4 * 1 4 % ー8 、 1 0 、 6 % 1 2 * 2 9 % 2 1 % 2 2 l 5 %

キ そ の 他 1 2 、 1 1 、 6 % 6 、 0 % 5 % 3 、 2 、 4 6 %

石 山 毒 1 年

石 山 X 2 年 P

王 111X 2 年

や LU 1 3 S

甲 Zi 暮 1 年

甲 西 ホ 2 年

湖 M B 古 2 年

湖 甫 ・ S 3 年

全 休

l こ, E] ア 別 に 何 とも 思 わ な い

. E] イ 必 妻 で あ る
D ウ し た ことが な い

.. □ エ 嬢 だ
4) オ 左 通 の を 聞 くの は 好 き

8 カ 加 棲 す べ きだ と思 う

□ キ そ の 他

l ニ ■- . J . . -権 義 貞 私

n _ . 1 . _
!5 >il

IAT : - l l
㌫ w .

■ J A 」

ド. ■■ 一 J - 8 % lr .Ql% T ..

こ∴l 1 . 蝣 T _

▼r▼l一 一l i _ ~ † 1 4 ^ 1 ± ㌧

仇 OT l 4 0* 60 、 60 % 10 0* 12 0% 14 0、 .細 1 80 K

業
の
2
年
生
が
最
も
少
な
い
O
　
こ
の
こ
と
か
ら
、
最
初
は
嫌
で
も
ス
ピ
ー

チ
を
研
極
的
に
国
語
の
授
業
の
中
に
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
へ
　
生
徒
の

ス
ピ
ー
チ
に
対
す
る
抵
抗
が
小
さ
-
な
る
と
想
像
さ
れ
る
。

4
　
研
究
の
実
際
I

《
甲
西
高
校
の
取
り
組
み
　
第
一
段
階
》

①
1
年
の
3
学
期
に
'
新
聞
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
読
者
欄
を
も
と
に
意
見

文
を
書
き
へ
　
ス
ピ
ー
チ
を
す
る
。

②
昨
年
度
の
国
語
の
授
業
で
印
象
に
残
っ
た
も
の
を
1
人
ず
つ
発
表

す
る
。

③
引
き
続
き
、
新
聞
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
す
る
o
社
説
・
論
餌
を
中
心
に
'

テ
ー
マ
ご
と
に
集
め
る
。

④
お
す
す
め
の
本
の
紹
介
文
を
4
-
0
字
程
度
で
書
-

⑤
図
書
室
で
実
際
に
お
す
す
め
の
本
を
持
ち
な
が
ら
、
前
に
立
っ
て

本
の
紹
介
を
す
る
。
(
録
音
)

⑥
H
R
担
任
や
学
校
司
書
に
も
授
業
に
入
っ
て
も
ら
い
、
そ
れ
ぞ
れ

本
の
紹
介
を
し
て
も
ら
う
。

⑦
ス
ピ
ー
チ
評
価
表
に
そ
れ
ぞ
れ
記
入
し
、
「
一
番
読
み
た
-
な
っ
た

本
は
ど
れ
で
あ
っ
た
か
」
も
書
か
せ
る
。

⑧
教
師
に
よ
る
講
評
と
本
の
紹
介
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5
　
中
間
ま
と
め

夏
休
み
ま
で
の
実
践
を
第
四
回
研
究
会
で
協
議
し
た
.
第
7
段
階
で
は
'

従
来
敬
遠
し
が
ち
で
あ
っ
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ピ
ー
チ
を
各
校
の
実
態
に
合
わ

せ
て
「
と
に
か
-
」
実
践
す
る
こ
と
に
頭
点
を
置
い
た
o

第
二
段
階
で
は
英
語
教
育
の
実
践
か
ら
学
び
へ
聞
き
手
の
立
場
や
反
応
に

思
い
を
い
た
す
表
現
活
動
を
さ
せ
る
必
要
性
が
あ
る
と
気
づ
い
た
。
平
成
十

年
七
月
二
九
日
の
教
育
課
程
審
議
会
答
申
の
「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
の

領
域
に
お
い
て
は
'
「
相
手
の
立
場
や
考
え
を
尊
重
し
て
話
し
合
っ
た
り
す

る
態
度
や
能
力
の
育
成
を
重
視
す
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
「
相
手
の
立

場
や
考
え
を
尊
重
し
て
話
し
合
っ
た
り
す
る
態
度
や
能
力
の
育
成
」
と
は
い

わ
ゆ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
で
あ
ろ
う
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
は
、
相
手
の
思
い
や
気
持
ち
を
聞
い
て
理
解
す
る
能
力
の
こ
と
で
あ

り
、
ま
た
、
自
ら
の
思
い
や
気
持
ち
を
相
手
に
伝
え
へ
自
他
の
1
致
点
や
相

違
点
な
ど
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
新
た
な
思
い
や
考
え
を
生
み
出
す
と

と
も
に
、
よ
り
よ
い
人
間
関
係
を
創
造
し
て
い
く
能
力
の
こ
と
で
も
あ
る
。

第
二
段
階
の
実
践
と
し
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ピ
ー
チ
を
通
じ
て
健
全
な
自

己
表
現
の
方
法
と
楽
し
さ
を
学
ば
せ
、
よ
り
よ
い
人
間
関
係
を
作
り
出
し
て

い
-
実
践
を
め
ざ
す
こ
と
に
し
た
。

6
　
研
究
の
実
際
日
　
中
間
ま
と
め
を
ふ
ま
え
、
更
に
実
践
を
深
め
た
。

《
甲
西
高
校
の
取
り
組
み
　
第
二
段
階
》

ア
'
2
学
年
の
取
り
組
み

空
l
分
間
ス
ピ
ー
チ
に
つ
い
て
》

今
回
へ
　
ス
ピ
ー
チ
を
行
っ
た
学
年
は
-
年
次
の
3
学
期
に
新
聞
ス
ク
ラ
ッ

プ
を
使
っ
た
意
見
文
ス
ピ
ー
チ
を
経
験
し
て
い
る
生
徒
が
約
半
数
い
て

「
恥
ず
か
し
か
っ
た
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
。
友
人
の
意
見
を
聞
く
の
は

面
白
い
。
」
と
答
え
て
い
る
。
-
学
期
は
「
お
す
す
め
の
本
紹
介
」
な
ど
で

1
通
り
皆
の
前
で
話
を
す
る
練
習
を
し
、
2
学
期
に
毎
週
1
回
、
特
定
の
曜

日
に
2
名
ず
つ
授
業
の
冒
頭
に
ス
ピ
ー
チ
を
行
う
こ
と
に
し
た
。
-
学
期
か

ら
授
業
の
冒
頭
は
「
十
分
間
読
書
」
に
あ
て
て
き
た
の
で
生
徒
の
反
応
は
ど

ぅ
だ
ろ
う
と
案
じ
て
い
た
が
実
際
に
始
め
て
み
る
と
過
1
回
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
て
思
い
の
外
、
皆
に
と
っ
て
は
楽
し
み
の
時
間
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

r.JHIl屈

①
意
見
文
を
古
き
、
人
前
で
発
表
す
る
力
を
身
に
付
け
る
。

②
よ
い
聞
き
手
を
目
指
し
、
話
し
手
を
応
援
す
る
聞
き
方
を
身
に
付
け
る
。

*
授
業
の
流
れ

①
2
学
期
よ
り
'
週
に
1
時
間
、
2
人
が
授
業
の
始
め
に
二
分
間
ス
ピ
ー
チ

を
行
う
。

②
聞
い
て
い
る
者
は
評
価
表
(
メ
ッ
セ
ー
ジ
衷
)
に
記
入
す
る
。

③
教
師
の
コ
メ
ン
ト
と
共
に
友
人
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
表
を
綴
じ
て
本
人
に
返
す
。

(
本
人
は
自
己
評
価
表
を
記
入
す
る
)

授
業
を
終
え
て
、
ス
ピ
ー
チ
の
回
を
増
す
ご
と
に
発
表
者
を
支
援
し
よ
う

と
す
る
雰
囲
気
が
ク
ラ
ス
に
生
ま
れ
へ
生
徒
達
の
聞
く
姿
勢
が
良
く
な
っ
て

い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
普
段
の
会
話
で
は
聞
く
こ
と
の
で
き
な
い
ク
ラ
ス

メ
ー
ト
の
一
面
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
の
喜
び
が
感
じ
ら
れ
た
。
ま
た
'

「
文
化
祭
に
望
む
こ
と
」
「
修
学
旅
行
に
向
け
て
」
の
発
表
後
ク
ラ
ス
の
団
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結
力
が
深
ま
っ
て
い
-
の
を
感
じ
'
H
R
担
任
か
ら
も
「
こ
の
ご
ろ
授
業
の

ム
ー
ド
が
良
く
な
っ
た
。
」
と
う
れ
し
い
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。
聞
-
こ
と

の
大
切
さ
だ
け
で
な
く
、
友
人
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
心
か
ら
宰
ぷ
生
徒
達

に
言
葉
を
通
し
て
の
心
の
ふ
れ
あ
い
を
感
じ
た
。

(
高
瀬
舟
デ
ィ
ベ
ー
ト
に
つ
い
て
》

2
学
期
に
入
っ
て
本
校
の
第
2
学
年
で
は
養
老
孟
司
の
『
脳
が
死
を
予
測

す
る
』
を
扱
い
'
脳
死
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
時
間
を
取
っ
た
。
続
い
て

森
鴎
外
の
r
高
瀬
舟
j
　
に
入
り
、
現
代
社
会
に
も
多
-
の
問
題
を
投
げ
か
け

て
い
る
安
楽
死
問
題
に
つ
い
て
生
徒
達
の
討
論
の
場
を
設
け
た
い
と
考
え
た
。

い
つ
も
な
ら
始
め
に
'
読
解
の
作
業
を
し
て
か
ら
話
し
合
い
に
入
る
の
だ
が
、

今
回
は
教
師
の
説
明
は
極
力
ひ
か
え
て
'
一
読
後
の
感
想
の
回
し
読
み
の
あ

と
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
行
う
こ
と
に
し
た
。

*
目
標

①
自
分
達
の
主
張
を
わ
か
り
や
す
-
説
得
力
の
あ
る
話
し
方
で
発
表
す
る
。

②
友
人
の
意
見
に
触
れ
る
こ
と
で
自
分
の
考
え
を
深
め
る
。

③
文
学
作
品
の
中
に
込
め
ら
れ
て
い
る
問
題
点
を
自
分
達
で
追
求
す
る
。

*
授
業
の
進
め
方

①
事
助
の
と
っ
た
行
為
は
許
さ
れ
る
か
否
か
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
で
'
意

見
文
を
古
き
、
回
し
読
み
を
す
る
。

②
教
師
が
そ
の
意
見
に
目
を
通
し
へ
「
亭
助
の
行
為
に
肯
定
的
な
意
見
」
「
喜

助
の
行
為
に
否
定
的
な
意
見
」
に
分
類
す
る
。

③
そ
の
区
分
を
も
と
に
、
5
人
-
班
で
グ
ル
ー
プ
を
作
り
へ
肯
定
派
、
否
定

派
に
分
け
る
。

④
で
き
る
だ
け
多
人
数
の
生
徒
を
デ
ィ
ベ
ー
ト
に
参
加
さ
せ
る
た
め
へ
肯
定

派
2
班
へ
否
定
派
2
班
(
計
2
0
名
)
、
司
会
・
計
時
各
-
名
へ
残
り
の
l

名
を
審
判
役
と
し
た
。

⑤
開
会
宣
言
'
立
論
(
各
2
分
)
作
戦
タ
イ
ム
　
(
3
分
)
質
疑
応
答
(
1
6
分
)

作
戦
タ
イ
ム
　
(
3
分
)
最
終
弁
論
(
各
2
分
)
用
紙
へ
の
記
入
(
3
分
)

審
判
団
判
定
(
2
分
)
講
評
・
ま
と
め
　
(
5
分
)

⑥
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
る
。
喜
助
の
行
為
に
つ
い
て
の
意
見
文
を
書
か
せ
る
。

*
成
果
と
課
題

日
頃
、
文
学
作
品
を
読
む
こ
と
に
す
ら
へ
受
動
的
に
な
っ
て
い
た
生
徒
達

が
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
取
り
入
れ
、
班
ご
と
に
活
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況

の
中
で
非
常
に
積
極
的
に
話
し
合
い
を
L
へ
何
度
も
本
文
を
読
み
返
し
て
い

る
姿
を
見
て
ま
ず
驚
い
た
O
本
番
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
前
に
模
擬
デ
ィ
ベ
ー
ト

の
時
間
を
設
け
た
が
、
事
前
の
準
備
や
作
戦
会
議
を
生
徒
達
は
主
体
的
に
行
っ

て
い
た
。
デ
ィ
ベ
ー
ト
当
日
は
液
晶
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
を
用
意
し
、
撮
影
し
た

が
、
生
徒
達
は
自
分
が
カ
メ
ラ
に
収
ま
る
の
が
う
れ
し
い
ら
し
く
最
終
弁

論
で
は
、
自
説
を
力
説
し
て
お
も
む
ろ
に
眼
鏡
を
は
ず
し
て
カ
メ
ラ
に
向
か
っ

て
歩
-
と
い
う
動
作
を
す
る
生
徒
も
現
れ
へ
　
お
お
い
に
盛
り
上
が
っ
た
授
業

に
な
っ
た
。
ま
た
審
判
団
は
、
審
査
用
紙
を
提
出
さ
せ
た
の
で
、
閉
-
訓
練

と
雷
-
訓
練
が
同
時
に
で
き
た
よ
う
に
思
う
。

生
徒
達
は
「
結
構
み
な
活
発
に
意
見
が
と
び
か
っ
て
面
白
か
っ
た
」
「
も
っ

と
'
と
こ
と
ん
討
議
が
し
た
い
」
「
弁
護
士
に
な
っ
た
よ
う
な
気
分
に
な
れ
、

何
か
に
向
か
っ
て
い
-
力
が
付
い
た
よ
う
な
気
が
し
た
」
「
作
品
の
場
面
が

深
-
読
め
る
」
「
開
い
て
い
て
こ
ん
な
意
見
が
あ
る
の
か
と
感
心
し
た
」
と

い
う
感
想
を
述
べ
て
お
り
、
授
業
と
し
て
は
楽
し
く
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
是
非

ま
た
や
り
た
い
と
答
え
て
い
る
生
徒
が
多
数
を
占
め
た
。
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ま
た
へ
　
デ
ィ
ベ
ー
ト
後
へ
一
斉
授
業
で
読
解
を
行
っ
た
が
'
生
徒
達
の
言

葉
を
拾
い
な
が
ら
細
か
い
読
解
を
補
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
'
随
分
ス
ム
ー

ズ
に
授
業
が
進
ん
だ
。
今
回
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
で
は
'
調
べ
る
こ
と
や
'
話
し

合
う
こ
と
の
楽
し
さ
を
実
感
し
な
が
ら
、
良
い
話
し
手
・
良
い
聞
き
手
に
な

る
訓
練
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

イ
'
3
学
年
の
取
り
組
み

《
先
生
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
〉

3
年
生
の
国
語
表
現
で
は
2
学
期
に
面
接
の
練
習
を
し
、
続
い
て
「
先
生

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
を
行
う
こ
と
に
し
た
。
ど
ち
ら
も
教
師
一
人
で
行
う

の
で
な
-
、
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
の
形
式
で
複
数
の
教
師
が
授
業
に
入

る
こ
と
に
し
た
。
先
生
方
に
は
あ
ら
か
じ
め
生
徒
達
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
行

-
こ
と
を
伝
え
、
協
力
を
依
頼
し
た
。
生
徒
達
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
試
み

な
の
で
、
事
前
に
他
教
科
の
先
生
に
授
業
に
入
っ
て
も
ら
い
へ
　
相
手
の
人
間

性
に
迫
る
に
は
ど
の
よ
う
に
質
問
し
て
い
け
ば
よ
い
の
か
'
実
際
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
り
'
生
徒
同
士
で
交
互
に
練
習
を
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。

t
3
u
i
|
屈

①
話
し
手
の
内
容
を
的
確
に
聞
き
取
り
'
誠
実
に
相
手
の
話
を
聞
-
態
度
を

身
に
つ
け
る
。

②
奥
行
き
の
あ
る
質
問
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

③
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
っ
て
得
た
事
柄
を
で
き
る
だ
け
正
確
に
皆
に
伝
え
る

力
を
身
に
つ
け
る
。

*
授
業
の
進
め
方

①
2
人
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
分
担
を
決
め
る
。
生
徒
A
は
質
問
者
、
生
徒
B

は
相
手
が
話
し
た
こ
と
に
つ
い
て
の
質
問
を
す
る
。

②
グ
ル
ー
プ
で
話
材
例
か
ら
3
つ
と
是
非
聞
き
た
い
こ
と
-
つ
を
相
談
し
て

決
め
る
。

③
国
語
表
現
の
授
業
に
'
発
語
教
諭
や
家
庭
科
の
教
諭
を
招
き
へ
教
師
が
実

際
に
教
室
の
前
に
椅
子
を
用
意
し
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
実
例
を
示
す
。

④
生
徒
2
人
で
お
互
い
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
う
。

⑤
実
際
に
取
材
に
行
き
へ
　
2
週
間
後
の
授
業
ま
で
に
取
材
の
結
果
と
感
想
を

メ
モ
に
ま
と
め
る
。

⑥
取
材
の
結
果
と
感
想
の
発
表
を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
す
る
。
(
資
料
②
)

⑦
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
っ
て
得
た
情
報
を
ま
と
め
へ
　
生
徒
同
士
の
他
者
紹
介

の
記
事
を
つ
-
る
。

*
成
果
と
課
題

「
聞
-
・
話
す
力
」
を
育
て
る
学
習
活
動
の
-
つ
が
「
聞
き
古
き
」
で
あ

る
.
「
聞
き
苔
き
」
と
は
あ
る
事
柄
に
つ
い
て
人
か
ら
話
を
聞
き
、
メ
モ
を

取
り
、
文
章
に
ま
と
め
る
こ
と
で
あ
る
。
「
聞
き
書
き
」
　
の
過
程
に
は
人
と

の
出
会
い
が
あ
る
。
自
分
と
異
な
っ
た
人
生
経
験
を
し
て
き
た
人
へ
年
齢
の

遼
う
大
人
と
の
出
会
い
、
そ
れ
ら
は
こ
れ
か
ら
の
自
分
の
人
生
を
考
え
て
い

-
際
に
役
立
つ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

今
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
相
手
は
生
徒
達
に
な
じ
み
の
深
い
先
生
方
だ
っ
た

の
で
、
非
常
に
快
-
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
て
い
た
だ
い
た
。
「
自
分
の
高

校
時
代
」
「
な
ぜ
教
師
に
な
っ
た
の
か
」
「
高
校
生
に
望
む
こ
と
」
「
初
恋
」

「
最
近
興
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
」
な
ど
、
先
生
方
の
人
間
性
に
ふ
れ
る
良

い
機
会
に
な
っ
た
と
生
徒
達
は
感
じ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
ま
た
、
ク
ラ
ス

メ
ー
ト
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
行
い
へ
生
徒
達
は
、
相
手
の
立
場
に
立
つ
こ

と
を
経
験
し
た
こ
と
で
'
周
り
の
人
の
気
持
ち
を
汲
む
こ
と
の
大
切
さ
を
知
っ
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た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
相
手
に
対
す
る
親
し
み
を
込
め
て
話
し
か
け

る
」
「
単
に
聞
き
手
に
徹
す
る
だ
け
で
な
く
相
手
が
話
し
や
す
い
雰
囲
気

を
作
り
、
相
手
の
話
を
引
き
出
す
」
な
ど
'
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
に
望
ま
れ
る

要
素
は
多
い
が
'
相
手
が
教
師
で
あ
っ
た
た
め
、
比
較
的
容
易
に
話
を
聞
き

出
す
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
あ
る
。
発
表
の
場
面
で
は
対
談
形
式
を
と
り
'

お
互
い
に
当
の
先
生
に
な
り
き
っ
て
質
問
に
答
え
て
い
-
な
ど
工
夫
が
見
ら

れ
た
。
今
後
は
更
に
発
展
し
て
'
学
校
外
の
人
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
経
験

さ
せ
て
い
き
た
い
。
ま
た
へ
発
表
に
つ
い
て
も
単
に
報
告
す
る
の
で
は
な
く
、

い
か
に
そ
の
人
の
人
間
性
に
迫
る
発
表
が
で
き
る
か
'
工
夫
が
必
要
と
思
わ

れ
る
。

7
　
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
分
析

各
校
で
統
1
の
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。
(
資
料
③
)
　
ス
ピ
ー
チ

に
つ
い
て
の
翌
剛
と
事
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
次
に
列
記
す
る

・
質
問
　
国
語
の
授
業
で
ス
ピ
ー
チ
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て
ど
う
思
い
ま
す

か
。

☆
嫌
だ

玉
川
高
2
年
　
　
　
4
9
%

☆
友
達
の
を
問
-
の
が
好
き
だ

【
節
前
】

全
体
　
　
　
　
　
　
3
5
%

甲
西
高
2
年
　
　
　
4
9
%

湖
南
農
高
3
年
　
　
2
5
%

湖
南
農
高
2
年
　
　
3
4
%

守
山
高
3
年
　
　
　
2
 
1
%

玉
川
高
2
年
　
　
　
4
5
%

☆
訓
練
す
べ
き
だ
と
思
う

【
事
前
】

全
体

甲
西
高
2
年

湖
南
農
高
3
年

湖
南
農
高
2
年

守
山
高
3
年

玉
川
高
2
年

1
4
%

1
0
%

1
4
%

1
8
%

1
2
%

2
9
%

1
4
%

【
事
後
】

5
9
%

6
5
%

4
3
%

4
1
%

6
1
%

8
7
%

【
事
後
】

1
7
%

1
3
%

1
5
%

1
2
%

8
%

3
5
%

87

全
体

甲
西
高
2
年

湖
南
農
高
3
年

湖
南
農
高
2
年

守
山
高
3
年

7141495752事
o/o/o/o/q//o/oTo/o/o前
LJll

r15641404439事
O/O/o/O/O//o/o/o/o/o後
-JJ

*
考
察「

友
達
の
を
聞
-
の
が
好
き
だ
」
と
い
う
項
目
は
全
体
と
し
て
事
前
の
3
5

%
か
ら
事
後
が
5
9
%
と
か
な
り
伸
び
て
い
る
。
特
に
守
山
高
校
、
玉
川
高
校

で
の
伸
び
が
著
し
い
。
両
校
は
進
学
校
で
あ
り
'
生
徒
達
は
ス
ピ
ー
チ
の
実

施
に
つ
い
て
は
へ
受
験
の
妨
げ
に
な
る
と
と
ら
え
が
ち
で
あ
る
が
、
元
来
高

い
自
己
表
現
力
を
持
っ
て
お
り
、
ス
ピ
ー
チ
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
'

「
友
達
の
を
閉
-
の
が
好
き
」
と
実
感
し
た
よ
う
で
あ
る
。
生
徒
個
人
の
個
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性
が
で
る
よ
う
な
題
材
を
効
果
的
に
与
え
た
か
ら
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

「
嫌
だ
」
　
の
項
目
も
事
前
の
5
2
%
か
ら
事
後
が
3
9
%
と
減
っ
て
お
り
へ
抵
玩

感
も
少
し
は
薄
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
2
の
「
ス
ピ
ー
チ
を
し
た
こ
と
に
よ
っ

て
友
達
に
対
す
る
理
解
が
深
ま
っ
た
」
全
体
で
4
9
%
と
半
数
の
生
徒
が
深
ま
っ

た
と
と
ら
え
て
い
る
こ
と
も
分
か
っ
た
。
「
深
ま
っ
て
い
な
い
」
は
1
0
%
で

あ
る
の
で
'
ス
ピ
ー
チ
の
実
施
が
人
間
関
係
の
相
互
理
解
の
上
で
も
極
め
て

有
益
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
2
で
「
分
か
ら
な
い
」
と
答
え
た
生
徒
達
も

前
向
き
に
ス
ピ
ー
チ
を
受
け
止
め
て
い
る
例
が
多
か
っ
た
。
そ
れ
は
'
ア
ン

ケ
ー
ト
の
3
の
　
「
ス
ピ
ー
チ
を
実
施
し
て
き
て
思
う
こ
と
」
　
の
中
に
生
徒
の

感
想
と
し
て
如
実
に
現
れ
て
い
る
。
「
嘘
か
本
当
か
'
立
て
前
か
本
音
か
'

普
段
か
ら
ボ
ケ
-
つ
と
し
て
い
る
よ
う
な
輩
(
H
)
　
が
'
あ
ん
な
こ
と
を
考

え
て
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
あ
い
つ
は
頑
張
ら
な
い
だ
け
で
、
結
構
何
で

も
出
来
そ
う
な
、
マ
ル
チ
な
奴
だ
と
思
う
。
〟
自
ら
伸
ば
そ
う
と
考
え
ず
、

自
分
が
楽
し
い
と
思
っ
た
こ
と
し
か
し
な
い
甘
っ
た
れ
。
〟
と
い
う
点
で
は
、

僕
も
親
近
感
が
湧
い
た
り
な
ん
か
し
て
'
最
近
よ
-
喋
る
よ
う
に
な
っ
た
。

僕
は
普
段
か
ら
〟
生
き
る
″
と
か
　
〟
死
ぬ
″
と
か
し
か
考
え
て
い
な
い
ナ
ン

セ
ン
ス
な
人
間
な
の
で
、
H
の
よ
う
な
気
さ
く
な
奴
が
い
る
と
'
自
分
が
馬

鹿
ら
し
く
思
え
て
-
る
の
で
し
た
。
」
「
僕
は
ス
ピ
ー
チ
を
す
る
事
は
い
い
と

思
う
。
ス
ピ
ー
チ
を
す
る
事
に
よ
っ
て
へ
　
そ
の
人
の
物
の
見
方
が
変
わ
っ
て

-
る
の
で
お
も
し
ろ
い
と
思
う
L
へ
今
後
へ
人
前
で
ス
ピ
ー
チ
を
す
る
事
に

な
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
早
い
方
か
ら
や
っ
て
い
る
と
、
き
ち
ん
と
し
た

ス
ピ
ー
チ
が
で
き
る
。
僕
は
人
前
で
話
す
事
な
ど
が
い
や
だ
っ
た
け
ど
'
勇

気
を
持
っ
て
話
す
と
'
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
の
視
点
が
あ
っ
ま
る
の
で
楽

し
か
っ
た
と
思
う
。
ス
ピ
ー
チ
も
'
本
当
の
自
分
が
見
え
て
く
る
の
で
い
い

と
思
い
ま
し
た
。
」

8
　
評
価
に
つ
い
て

最
初
は
ス
ピ
ー
チ
に
真
剣
に
取
り
組
ま
せ
る
た
め
に
評
価
表
を
準
備
し
た
O

こ
れ
は
、
教
師
に
生
徒
の
活
動
を
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い

込
み
が
あ
っ
た
た
め
と
も
言
え
る
。
し
か
し
'
実
践
を
続
け
て
い
-
中
で
'

評
価
が
な
-
て
も
生
徒
は
真
剣
に
ス
ピ
ー
チ
に
取
り
組
む
こ
と
が
分
か
っ
て

き
た
。
ま
た
へ
　
授
業
者
も
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ピ
ー
チ
の
実
践
に
お
い
て
は
'

「
話
す
こ
と
」
の
指
導
よ
り
む
し
ろ
「
聞
-
こ
と
」
の
重
要
性
が
分
か
っ
て

き
た
。
話
す
こ
と
の
実
践
に
お
い
て
は
、
聞
-
こ
と
に
集
中
さ
せ
る
こ
と
が

基
本
で
あ
る
。
結
論
的
に
は
評
価
よ
り
'
聞
き
手
が
話
を
し
た
人
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
返
す
方
法
が
、
話
す
側
に
と
っ
て
も
聞
-
側
に
と
っ
て
も
最
も
効
果
的

な
方
法
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。

9
　
お
わ
り
に

第
一
段
階
で
は
'
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ピ
ー
チ
を
各
校
の
実
態
に
合
わ
せ
て

「
と
に
か
-
」
実
践
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
た
O
生
徒
の
実
態
に
応
じ
て
'

ど
の
よ
う
な
授
業
が
展
開
で
き
る
の
か
へ
様
々
な
取
り
組
み
を
報
告
し
な
が

ら
'
研
究
を
深
め
た
。
中
間
ま
と
め
で
'
次
は
聞
き
手
の
立
場
や
反
応
に
思

い
を
致
す
表
現
活
動
を
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。

第
二
段
階
で
は
'
デ
ィ
ベ
ー
ト
や
イ
ン
タ
ビ
ユ
I
な
ど
変
化
に
富
ん
だ
活

動
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
健
全
な
自
己
表
現
の
方
法
と
楽
し
さ
を
学
ば

89



せ
'
よ
り
よ
い
人
間
関
係
を
作
り
出
し
て
い
-
実
践
を
目
指
し
た
。
こ
の
二

つ
の
段
階
を
経
て
、
本
研
究
で
は
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ピ
ー
チ
を
実
践
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
'
聞
-
人
の
気
持
ち
を
思
い
や
り
t
　
よ
り
人
間
関
係
が
深

ま
る
。
」
　
こ
と
を
実
証
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

し
か
も
へ
　
「
話
す
」
　
こ
と
よ
り
も
「
聞
-
」
　
こ
と
の
中
か
ら
生
徒
自
身
が

成
長
し
て
い
-
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。
最
初
話
す
こ
と
に
ポ
イ
ン

ト
を
置
い
て
実
践
を
し
て
き
た
が
'
「
閏
-
こ
と
」
を
大
事
に
す
る
こ
と
で

「
話
す
こ
と
」
は
よ
り
充
実
し
て
い
-
の
で
あ
る
と
分
か
っ
て
き
た
。
つ
ま

り
、
「
聞
-
こ
と
」
　
に
ポ
イ
ン
ト
を
置
-
こ
と
で
t
　
よ
り
よ
い
人
間
関
係
を

築
い
て
い
-
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

更
に
、
登
校
拒
否
、
学
級
の
荒
廃
な
ど
の
今
日
的
な
教
育
課
題
の
改
善
の

た
め
に
も
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ピ
ー
チ
は
有
効
な
手
段
と
な
り
う
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
相
手
に
対
す
る
思
い
や
り
の
言
葉
が
よ
り
良
き
人
間
関
係
を
築
い

て
い
-
上
で
欠
か
せ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
の
分
析
か
ら
も
、

今
回
の
研
究
を
通
し
て
実
践
し
た
授
業
は
極
め
て
人
間
関
係
を
深
め
る
た
め

に
有
効
で
あ
っ
た
と
の
結
論
に
達
し
た
。

ま
た
、
「
受
験
の
力
を
つ
け
る
た
め
に
役
に
立
つ
の
か
」
と
の
問
い
に
は
、

「
高
瀬
舟
」
　
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
例
で
答
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
以
前
か
ら
や
っ
て

い
た
講
義
中
心
の
授
業
よ
り
'
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
読
み

が
1
層
深
ま
っ
た
。
あ
る
い
は
、
「
受
験
前
に
他
の
ク
ラ
ス
は
授
業
し
て
ん

の
に
何
さ
す
ね
ん
と
思
っ
て
た
け
ど
、
い
い
気
分
転
換
に
な
っ
た
し
、
勉
強

に
も
な
っ
た
」
　
と
の
生
徒
の
感
想
も
あ
っ
た
。
「
い
つ
も
い
っ
し
ょ
に
ア
ホ

な
こ
と
い
う
て
る
や
つ
が
、
深
い
こ
と
言
う
た
り
し
て
び
っ
-
り
し
た
」
な

ど
級
友
を
見
直
す
感
想
か
ら
'
様
々
な
場
面
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ピ
ー
チ
の
機

会
を
積
み
上
げ
て
い
-
中
で
'
生
徒
の
変
容
が
手
に
取
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。

ま
た
へ
　
私
た
ち
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
自
身
も
大
村
は
ま
先
生
の
言
葉
「
優

劣
の
彼
方
で
生
徒
を
見
る
」
　
で
は
な
い
が
'
評
価
を
越
え
た
と
こ
ろ
で
生
徒

の
本
当
の
姿
を
数
多
-
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
一
人
の
実
践
で

は
限
り
が
あ
る
こ
と
は
'
つ
ね
づ
ね
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
と
の
研
銃
の
中
で

体
験
し
て
い
る
こ
と
で
は
あ
る
が
'
授
業
も
1
人
の
力
で
す
る
の
で
は
な
く

て
'
他
者
の
力
を
借
り
る
　
(
例
、
T
・
T
、
他
教
科
の
先
生
、
A
L
T
、
教

頭
へ
　
地
域
の
図
書
館
等
)
　
こ
と
に
よ
り
へ
　
厚
み
の
あ
る
授
業
展
開
が
で
き
る

の
だ
と
い
う
手
応
え
も
感
じ
た
。

他
者
の
力
を
借
り
る
こ
と
の
で
き
た
実
践
の
全
て
の
基
礎
は
人
間
関
係
で

あ
っ
た
。
人
間
関
係
を
築
-
の
は
言
葉
で
あ
り
、
如
何
に
言
葉
を
有
効
に
使

う
か
教
師
自
身
が
問
わ
れ
る
問
題
で
も
あ
っ
た
。

今
後
の
課
題
と
し
て
'
教
師
自
身
が
普
段
か
ら
よ
り
よ
い
人
間
関
係
を
築

く
た
め
の
言
語
活
動
を
し
て
い
る
か
が
重
要
に
な
っ
て
-
る
。
こ
の
実
践
を

通
し
て
教
師
自
身
が
よ
り
よ
い
　
「
話
し
手
」
「
聞
き
手
」
　
で
あ
る
こ
と
の
必

要
性
を
痛
感
し
た
。

「
伝
え
合
う
力
」
　
の
育
成
を
め
ざ
し
て
今
後
も
自
己
研
銃
に
努
め
て
い
き

た
い
。ま

た
、
「
淡
海
こ
と
の
は
研
究
会
」
　
と
し
て
は
へ
　
た
だ
'
実
践
を
持
ち
寄

る
の
で
な
-
、
今
、
ど
ん
な
力
を
つ
け
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
'
結
果
と
し

て
ど
う
だ
っ
た
の
か
を
見
き
わ
め
て
い
け
る
眼
や
考
察
で
き
る
力
を
養
っ
て

い
き
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

(
滋
賀
県
立
甲
西
高
等
学
校
)
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